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lj・壬f、iTI '11稲 i免稲 早稲 JPf前 i則前
イi イi 7i 
全 1. 1.358 1.477 1.471 
東 北 近畿
it-4毛 1.020 Ll66 1.459 if 賀 L864 L922 2.031 
お 子 0.8i2 0.891 0.882 京都 L505 L627 L731 
秋 1 L032 0，990 0，881 大阪 L663 L940 L990 
L1/ Jf; 1.278 L280 L254 奈良 L821 L790 L688 
下f 減 1.196 L238 L243 和歌山 L461 L763 1.999 
福 島 L235 L396 L437 三重 L477 L558 L578 
兵庫 L530 1.348 1.749 
jヒ際
新 潟 L473 L408 L244 中 IKI
7吉Ll/ L791 L912 1.958 13 取 1.480 1.735 1.650 
イi j/I 1.916 1.619 1.661 山根 1.346 1.423 1.454 
有~ j干 1.293 1.335 1.430 !吋L[l 1.409 1.666 1.696 
/1よ 烏 1.368 1.442 1.409 
関 * /[ / J 1.718 1.755 1.656 
苦手 応 1.160 1.165 1.100 
栃木 1.182 1.316 1.]12 J!4 1" 
茨城 1.233 1.299 1.]84 従，t J:-d 0.887 1.030 1.037 
千葉 1.436 1.404 1.393 作川 1.379 L699 1.898 
東 京 L483 1.329 1.589 愛媛 1.337 1385 1.391 
t市 1.274 1.477 1.306 1.fi 主1 0.933 L380 1.088 
神公1 L510 し522 1.540 
九州
中部 弘¥ 1判 L542 L719 L662 
Ili 1吋 L422 1.449 1.515 大分 L503 1.482 1.374 
///梨 L218 1.340 1.499 佐賀 1.665 1.673 2.007 
i毛'1fT- 1.453 L511 1.497 i毛 ~I奇 0.894 1.020 0.987 
岐阜 1.204 L267 1.049 熊本 1.704 L856 1.717 
愛知l 1.290 1.318 1.323 'Ff 崎 1.287 1.387 1.321 
IlI!: Yt.'.~;) 0.980 LOOO 0.980 





1 )嵐 [1975J第3章第 7il i北除地方における水稲の作季・品樋の変遷Jpp246. 250， 
農業1e達史調作会 [19i8a] 第2巻第 61?:i富山県における析の検事!と絞清.trfi J p. 208， 
























良で最も標準的な全国品種であったと言えよう 710 また，出現年代からみて， 18世紀前半がその最
盛期であり.後の暖地有力品種「万石j，1一本千」などよりもその栽培最盛期が早く，しかも 10
0弥六」というような人名，地名を冠するものが多いところから判断して，当時普及途上の導入種
であった可能性が強い。因みに， r加賀国産物志jより 30年ほど以前の『耕稼春秋.1 8) (1707年)
3 )この時代の稲品種の多様・雑駁さについては，穐本 [1988]. [1995]. [1996]および農業発達史調査会[前掲書]第 2巻
第 6章[付表 1]を参照。
4 )嵐[前掲書]第 4章第 4節 i弥六」名品種についてJpp. 322 -3270 
5 )嵐「同上書Jp.324。
6 )農業発達史調査会[l978b]別巻上第 2部「却l賀藩の稲作Jp.541， 
7)嵐「前掲書Jp.324。
















帯で栽培されていた様子が判明する。なお， i弥六」に次ぐ第 2位で， i弥六」同様晩生の「カイセ
~ 
(j 
9 )穐本 [1996]p.5， 
10) fi] [1995] p. 230 
地図 1 わが国における「弥六Jの分布































代， 1900年代にかけての普及状況を見たものである lヘこれによれば，晩生の「弥六」種は 1700




12) 嵐 [[πJj:書]p.3220 
13) 例えば，八木 [1983] p. 90は.そのf1t熱性，低i話1I[作柄安定性から.印!支呼!赤米が来たした.中世知l以降の新IH開発の生
産力的主主鍵としての役割について言及してし‘る。
14) 農業発達史調子正会[前掲書] p.5450 
15) 嵐 [1974]p. 1470 
















の他. r白葉J，r藤四郎J:以上 4ヶ国に分布， r三九郎J，rそより J，r小崎J，r大坊主J.i目








能登 JU't'i 越IJ 越前 越後 能主ま か1賀 越 IJ~ 越前 越後 能校 加l賀 越中 越前 越後
は ひ わ 早 4市 。。。。 。
ノ、 ノ、 日 。。。 。。。 。 。
大 唐 。。。。 。 。
白 早 高官 。。。。 。。 。。。 。。
里 早 F泊 。。。。 。 。
赤 早 干信 。。。。 。。。。。。。。 。
(以上 4ヶ国以上
に主主 場 の 品 種 )
1i: I:U I~l. 4雨 。。 。 。
i孝 事王 。。。 。
万 倍 。。 。 。 。 。
坊 主 早 稲 。。。 。。 。 。，
(以上 3ヶ同以上)
わ さ く さ 。 。
ti つ 」、， 。 。
ひ き づ り 。。
ち つ 」可ー 。 。
し ん lま 。。 。。
日 黒 。 。 。
7J、 '1 わ せ 。。 。
ひ め つ る 。 。 。
ム J¥ 日 。 。 。。 。。 。ノ、
lま や わ せ 。 。 。 。
鼠 平 稲 。。 。 。
ゴ ボ レ 。。 。 。。 。
毛 早 。。 。 。 。
越 中 早 干前 。。 。 。 。 。。























能登 加賀 越中 越前 越後 能登 加賀 越中 越前 越後 能登 加賀 越中 越前 越後
早 か u、せ し、 。。。。 。
じ ん 11 。。。 。 。 。 。
(以上 4ヶ国以上)
ひ き ず り 。。。 。
た し、 と つ 。。。 。。
そ よ り 。。。 。
崎 。。。 。
万 倍 。。。 。。 。。。 。
弥 ム，、 。。 。 。 。
(以上 3ヶ国以上) 。
花 打 。 。
。 北 国 。 。 。
新 保 。。 。 。
西 国 。。 。 。 。
彼 序山 。。 。 。。 。。
白 JlI 。。 。 。。







能登 加l賀 越 ~IJ 越前 越後 能登 加賀 越中 越前 越後 能登 加賀 越中 越前 越後
ま て の 類 。。。。 。
白 葉 。。。。 。
藤 四 自E 。。。。 。。
かいせいの頬 。。。。 。
(以上 4ヶ国以上)
九 日目 。。。 。




大 坊 主 。。。 。。。 。
目 黒 。。。 。。 。 。
岩 本や ろ く 。。。 。 。 。。
(以上 3ヶ国以上)
し、 せ lま や り 。。
赤 坊 主 。。 。。
佐 助 。 。 。。
黒 坊 主 。。 。 。
お お か め 。。 。
赤 稲 。。 。。。
，E、- 助 。 。 。 。。。
日 の 出 。。 。 。 。
能 〆、及E 坊 主 。。 。。。 。。
越 '1J 。。 。 。 。。
し、 せ 自 。 。 。 。
て き 、ー.・ ろ 。。
(以上 2ヶ国以上)




















ダ石立j. i石立弥六j. i小石立弥六j，i坊白石立j. i夜、稲石立」が登場する。もっとも，能登およ
び越中の『郡方産物帳』には「石立」に関する記録が一切ないため表 2には記されていない。加賀
国以外では別の稲名で登場していたことも考えられよう。あるいは，加賀固有の地域品種で、あった
























































































































































































































































やや後年の越中の『私家農業談.1 18) (1788年)に「津軽j. i津軽早稲」として畳場する，北地型の
早生種であった附。
加賀，能登，越中の『郡方産物帳Jおよび越前，越後のその他資料記載の早，中，晩別稲品種を
1700年代の広域早生種として「八八日j. i大唐j. i白早稲j. i赤早稲j. i黒早稲j.見た表 2から.
また「安田早稲j. i津軽j. i万倍j. i坊主早稲」「はひわ早稲Jの 5種が(以上 5ヶlJi]lfJ4ヶ国に).
さらに「ひきずり j.iしんぼj. i目黒j. i六八日j，iひめつるj.の4種が(以上5ヶ国中 3ヶ国に).













































































24) r fI本良書全集J4. pp. 42 -43c 
25) [liJ上書]pp. 43 -44c 
26) [向上書Jpp.204c 
27) r日本農書全集J25. i粒々辛苦}iJ~事暦参!!官。












上の記述から播種の期日を「三月上旬~中旬J.一方田植えの期日を r([Jq J )中旬惣凹田植最中J
とすると，苗代日数は凡そ 1ヶ月強にすぎない。早稲の田植はさらに早かったから，その分短縮さ
れ，当時としては異例なほど短い苗代期間であったことになる。これをいま，他地域の苗代期間
(50 ~ 60 tJが普通) 301 と比較してみると:表 4，r耕稼春秋Jの短さ (331I)は群を抜いていること
が一目瞭然である。越中の農書『私家農業談.1(1789年)でも 35日であったから.r耕稼春秋』だ
けが例外だったわけではない。東北地方(の [1本海側)も含め (35~ 40 IJ)全体として北地で苗代
期間は極端に短くなっているのは，春冷のため特に東北地方では播種が遅れ，また，扇状地に田地
が集中する北陸地方では，融雪による河川の増水を利用して田植を行なったことから，田植期を後






数のピークは 80~ 90日にあり，実に，中生種の本田期間 120日の 3分の 2から 4分の 3，晩生穫




29) [1司掲書]pp. 17， 38， 40 ~ 410 





地方名 国名 農 書 名 苗代H数 (本日!日数)* 生育日数
東 北 陸 中 『事手邑排作紗J( 1847- ) 35 -150日
陸 奥 『耕作噺.1 ( 1776 40 100 140 
石山 f¥，; 『会津~斉.1 ( 1684 34 76-106 110-140 
Jヒ 陸 泣 gJ 『私家農業談.1 ( 1789 35 85~ 160 120-195 
h日 賀 『耕稼春秋.1 ( 1707 33 107~147 140-180 
関 東 常 降 『菜園温古録.1 ( 1760年代) 50 不明
下 総 『農業要集.1 ( 1826 50~70 不明
東 L1J 飛 E単 r!lll;具揃.1 ( 1865 50 100~120 150-170 
東 i毎 iJ 『百tt'1:伝記.1 ( 1680年代) 60 不明
i可 『農具日用集.1 ( 1805 55 130 185 
近 畿 inJ 内 『家業伝.J ( 1842~ ) 45~55 135-155 180-210 
紀 伊 『地}jの問弁.1 ( 1690年代) 45~60 95~ 160 140-220 
中 I主I 1i: 寸. 三全E土 『家業考.1 ( 1760年代) 50 90-120 140-170 
同 [liJ 阿 i皮 『農術鑑 lff;己.1 ( 1723 45~50 120 165-170 
伊 予 ri吉良記.1 071世紀前半) 50~55 85~125 135-180 
九 什| 肥 前 『郷 鋭.J ( 1830年代) 45 115~160 160-205 
対 馬 『老]f，t類語j( 1722 35~70 135~100 170 















グラフ 1 加賀・能登・越中 3州の早晩別田植~収穫日数





































型北陸[li 1 i / i 品三c...T7.......l¥............7
東 海 [ i 1 へ i¥ 
暖近畿[ 1 、 i~ 
;中国[ X X :¥ 
四国[ 、、。 、〈:Z(除高知)
九州[ ト、 人、 下、
表 5 各県の収穫期日(1普通」期間の中央日)
東北(6) 中部(4) 四国(4)
月 u 月 日 月 日
青森 10 7 静岡 10 31 徳島 9 30 
岩 手 10 15 山 梨 11 6 香川 10 20 
宮 城 10 7 長 野 10 28 愛媛 10 7 
秋 田 10 15 岐阜 10 25 高知 9 22 
山形 10 8 平均 (1030.2J 平均 (10 4.7J 
福 島 10 16 
平 均 (10 10.3J 近畿(6) 九州(7)
月 日 月 日
北 陸(4) 滋 賀 10 18 福岡 10 13 
月 I1 京都 10 28 佐賀 10 5 
新 潟 10 1 大阪 10 14 大分 10 24 
富山 9 30 奈 良 10 28 長崎 10 29 
石川 10 3 三 重 II 6 熊本 10 13 
福井 10 15 兵 庫 10 21 宮崎 10 8 
平 均 ( 10 4.7J 平均 (1024.3J 鹿児島 9 25 
平均(10 12.4J 
関東(7) 中 I勾(5)
月 IJ 月 日
栃木 10 18 鳥取 10 13 
群馬 10 10 島 板 10 8 
茨城 10 5 岡山 10 23 
子葉 10 12 広島 10 25 
埼 玉 10 5 1 [] 10 15 
東 京 10 12 平 均 (10 16.8J 
神奈川 II 8 












方の作期をグラフ 2に掲げておいた。富山県の播種期「普通」のピークはは 4月の中旬で， 4月下
旬~5 月上旬に行なわれる畿内地万より相当早かった。また，気水温が低い東北地方と比べても，
まだ有効な低温克服技術を持たなかった当時，東北の播種期は 4 月下旬~5 月上旬に集中し，これ
に対して相対的に有利な気象条件下にある北陸地方の籾蒔きは，それよりは 1~ 2旬程早かったこ
とになる。一方富山県の挿秩 (IH娘)期「普通」のピ クは 5月中旬~下旬にあり.これまた全国
最早であった。畿内，東北地方は，それぞれ， 6月中旬~下旬，同上旬~中旬が挿秩のピ クであ
ったc また，播種期~挿秩期=苗代日数は，畿内・東北地方に比して北陸地方で断然短く，富山県
のそれは 31~ 35日にピ クがあり，東北のピ ク (41~ 45 1ないし 46~ 50 1I)， 畿内のピ ク
(46 ~ 50日ないし 51~ 55 11) に比べ相当短縮化されていた。さらに，富山県の収穫期は 9月中・下
旬.10月上旬と早く，東北，畿内池方の収穫期のピ ク，それぞれ， 10月の中旬~下旬，同上旬
~中旬に対し. 2 ~ 3旬早くなっている。因みに，富山県のうち 10月に収穫がズレ込んだのは射
表6 北陸・畿内地方の作期比較
北陸地方(イiJlI.富山地万) 畿内地}j
J益 経 H 4Jl21.21J (4)]17.5[JJ 4月27.8[J 
J中 秩 I1 5月30.511 (5 Jj 27.5 U ) 6月11.8 [1
[収 干整 1 10)J 4.7!1 (1O)J1.01l) 10J124.3日]
苗代却j IlJ 39.311 (40.0rJ) 45.0 EI 
本 IB 邦J IU 127.211 (126.511) 134.511 





播 種 期 挿 秩 期 収 穫 期
最早 普通 最娩 最早 普通 最晩 最早 普通 最晩
月日 月日 月日 月日 月日 H日 月 1I 月日 月日
砺 波 郡 4 10 4 17 4 27 5 13 5 23 6 5 8 20 9 23 10 20 
射 水 和B 4 13 4 18 4 22 5 14 5 17 5 24 9 15 10 20 1 1 
下新川郡 4 10 4 19 4 23 5 12 5 20 6 10 8 20 9 29 10 30 
上新川郡 4 5 4 20 4 30 5 7 5 25 6 15 8 25 9 20 10 25 
婦 負 郡 4 21 4 25 4 29 5 24 5 30 6 5 9 15 10 10 10 20 
高 同 市 4 12 4 18 4 24 5 14 5 20 5 30 9 8 9 20 10 26 




砺 i皮 和E 36 123 159 
身す 水 罰E 29 156 185 
下新川郡 31 132 163 
上新川郡 35 118 153 
婦 負 郡 35 133 168 
高 同 市 32 123 155 
富 Jll 市 50 124 174 
(資料)富山県『農事調査表jO明治中期産業運動資料J)。
水・婦負の 2郡のみであった。本田日数は富山，畿内・東北いずれも 121~ 125日をピークとして
大差なかったが，苗代日数が影響して，生育日数のピ クは畿内が 170日以上に，また東北が 161










































前半の農書『一粒万倍種籾扱品覚帳.1 (1816 - 35 1f)には登場を見ている 3il。また同書にある「六
左ェ門坊主」は「前沢」の前進であった可能性がある 381。大聖寺藩が天保 10(1839)年に実施した
















37) [同 k書]p.388 i付表 l徳川期稲種分布表」参!!在。
38) i同上書Jp.203。

































































日本農書全集 [1980Jr 4巻耕稼春秋.1 (農山漁村文化協会)。
日本農書全集 [1978]r 5巻農事遺書/他.1 (農山漁村文化協会)。
日本農書全集 [1980]25巻『粒々辛苦録J(農山漁村文化協会)。
八木宏典 [1983]r水田農業の発展論理.1 (日本経済評論社)。
23 
